
茶の利用についての研究ノート（1）（小竹志織） 

とバイの実を戴いた。どちらも独特の風味があるが、アー

モンドのようなおいしい木の実である。 

③吉槻について 

吉槻のことにお詳しい吉原景文さんにお話を聴くことが

出来た。 

吉槻で江戸時代に藩に納めるほど栽培していた様相につ

いてはよくわからないということであったが、現在、吉原

さん宅の周りで茶の樹が植わっているところを何カ所か案

内していただき、見学した。また、吉原さんのお宅で自家

製のお茶を戴き、普段どんな加工利用の仕方をしているか

などをお聴きできた。 

・(吉原さんの)隣の家の生垣はほぼ茶の樹。茶の樹の間に

バイの樹がたまに混じっている(写真５・６)。 

・茶を植えているのは田んぼや畑の境界、へり、棚田･段々

畑の段差の石垣の周辺。以前からある種類で特に新たに植

えたりしていない(写真７・８)。 

・石垣のところの茶の樹は良い芽が出る(石が蓄熱するから

か)。 

・今は自家用のものでも４～５軒くらいしか収穫していな

い。昔は自家用をどこも作っていた。自分で製茶しないな

ら、製茶所(関ヶ原)にもっていった。 

・(自家製の製茶法について)以前は蒸していたが、今は大

鍋で乾煎り、しんなりしたら手でもむ。もむのは力が要る

し大変。最近はミルサーで粉末にするから適当にもむ。 

・春一番の新芽は鹿にやられる。霜にもやられる。人間は

次にのびてきた新しい芽を採る。鹿が古い葉も食べるので、

二番目でもそんなに悪くはない。 

・七曲峠から霧があがってくる(図２)。 

・風が吹くと寒い。雪が積もってしまうと案外寒くない(冬

期の積雪１ｍはあたりまえ)。 

・昔は田んぼの畦にバイ・あぜ豆も植えていた。 

・昭和 30年頃までは蚕も飼っていた(年一回だけ)。 

繭は各家個別に長浜に持ち込んでいた。 

・七曲峠を越えて向こう、鍛冶屋(長浜市浅井町)まで歩い

て 40分くらい。子供のころは風船ガムを買いに行ったりし

た(鍛冶屋までいけば大体の日用雑貨が手に入る)。 

 

(4)聴き取り調査のまとめ 

藤川は伊吹山東南の藤古川扇状台地を走る北国海道沿い

に展開する集落で古くから宿駅として栄え、東は美濃、関

ヶ原に通じ、北は木ノ本、敦賀、北陸方面につながる交通

の要衝である。加えて、日当たりの良い河岸段丘の傾斜地、

扇状地の水はけの良い土壌、川霧の発生などは茶の栽培に

適している。そのためこの地で茶の栽培、および集散地と

して茶の商いなどが盛んになったものと思われる。 

吉槻は姉川峡谷の中央部、河岸段丘が連なり起伏のある

明るい小盆地が広がる山里で、古くから拓け、峡谷に散在

する集落の中心的な役割を持つ。特に近江と美濃を結ぶ太

古以来の要衝にあたり、七曲峠を越えて浅井から木ノ本･

敦賀に至るルートと、甲津原に至り美濃へ通ずる北路、南

下して板並から国見峠を越えて春日村に通ずる南路があっ

て、交通の要衝・物資の集散地として重要な役割を果たし

てきた集落である。また、吉槻盆地一帯は姉川砂礫の堆積

層で水はけが良く、日当たりの良い拓けた里、七曲峠から

上がってくる霧という茶の栽培に適した条件も揃っている。 

以上のように、藤川・吉槻のいずれも交通の要衝、茶の

栽培に適した環境である。こうした条件が茶の栽培が国を

挙げて奨励された時期には大いに適合し、一時期は盛んに

栽培されたものと思われる。今日も栽培適地であることか

ら、細々と茶の栽培利用がなされているのであろう。 

 

３.おわりに 

今回の聴き取り調査は伊吹山麓の２か所の事例を紹介し

た。今後も現在の生産者の状況の調査、関連資料の洗い出

し等も含め、少しずつ調査地を増やす予定である。こうし

た調査がその地域を見直す一助となることもめざしたい。 
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挿図典拠 

図１ 伊吹山文化資料館(2010)『藤川宿の｢まちなみ｣マップ』か

ら転載 

図２ 伊吹町教育委員会(2002)『ふるさと伊吹探訪シリーズ 3 北

国脇往還』から転載 

写真１～10 小竹撮影 

 

（こだけ しおり：総務課 嘱託） 
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――  論論  文文  要要  旨旨  ――  

  

公益財団法人滋賀県文化財保護協会（以下、協会とする）は、令和２年(2020)に設立 50周年を迎えた。協会の

業務の中心は緊急発掘調査をはじめとした埋蔵文化財の調査・研究であり、それを専門とする調査機関として 50

年間を歩んできた。本稿では、調査法人としての歩みを「活用」の観点から、Ⅰ期～Ⅲ期として整理した。そして、

時期ごとに実施してきた事業を振り返りながら、埋蔵文化財を中心とした保存と活用の取り組みを総括し、今後の

進むべき方向を示した。 

Ⅰ期は、大発掘時代ともいうべき時代で、高度成長期からバブル崩壊、失われた 10年と言われた時期の 2000年

代前半までが相当する。発掘調査の成果を発信する事業が中心で、現地説明会、成果の展示を中心に実施された。

この時期の事業が、現在の協会の活用事業の根幹を成しているといっても過言ではない。 

Ⅱ期は、Ⅰ期に取り組んできたことを再構築し、目的を明確化した。活用事業を「広げる」事業と「深める」事

業に意識的に分けた。「深める」事業は、すでに埋蔵文化財に興味がある人を対象とした事業であり、主にⅠ期に

展開した事業が中心である。「広げる」事業は、埋蔵文化財の存在を知る人を増やす、裾野を広げる事業である。

これは、従来型の「深める」事業だけでは将来、限界が訪れるとの危機感から、「深める」事業に参加する人を増

やす「広げる」事業を意識的に展開した経緯がある。代表的な事業が、大型商業施設での体験学習や展示事業であ

る。「深める」事業との違いは、埋蔵文化財センターや博物館に来てもらうのではなく、出向いていったところに

ある。 

Ⅲ期は、平成 30年(2018)の文化財保護法の改正以降である。この改正により、文化財の保存と活用が明確化さ

れた。現在は協会が設立された当時と比べ、滋賀県の埋蔵文化財の保護体制は格段に整備され、大多数の市町村に

おいて専門職員が配置されている。配置されている専門職員も、体制整備を推進してきた第１世代はすでに退職し、

それを引き継いできた第２世代も次々と退職を向かえている。その諸先輩方の努力の結果として官民両方の開発に

伴う発掘調査等の対応が、行政内の仕組みとして根付いてきた。保護法改正は、それまで実施してきた文化財の保

護行政の一つの到達点といえる。改正では、埋蔵文化財を含む文化財全般にかかわる事業計画が、行政計画として

文化庁が認定する仕組みが新たに加えられた。しかし、計画の推進が業務の中心と位置付けられ、突発的な業務と

なる緊急発掘等の業務遂行が困難になるリスクが生じるのではないかと想定した。また、行政の仕組みとして埋蔵

文化財の保護・調査体制が確立した一方で、世代交代にともない、世代間の技術継承が困難になっている状況や世

代間の意識の違いが浮き彫りになってきており、中長期的にみるとシステムの形骸化を招く可能性が危惧される。 

そのような中で、協会は保存と活用において多くの実績を持ち、県内で最も多くの専門職員を抱える調査組織と

して、これまで築いてきた行政システムを補完していくべきであると考えた。これは、改正された文化財保護法の

趣旨にも沿っており、地域に密着している調査組織としての責務である。 
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